
「 

善
雄5 0

期
著『
最
後
の「
日
本
人
」』

矢
吹
晋7

0

期
著
『
ポ
ー
ツ
マ
ス
か

ら
消
さ
れ
た
男
』清
水
美
和
著『「
驕

る
日
本
」と
闘
っ
た
男
』を
読
ん
だ
。

矢
吹
晋
の
入
来
文
書
・
出
版
記
念
講

演
会
が
あ
り
さ
ら
に
理
解
を
深
め

た
。彼
の
功
績
は「
黄
熱
病
の
研
究
」

野
口
英
世
の
よ
う
に
ひ
と
く
ち
に

説
明
出
来
な
い
難
し
さ
が
あ
る
。し

か
し
軍
国
化
の
道
を
突
き
進
む
日

本
に
懸
命
に
危
険
信
号
を
送
り
続

け
た
偉
大
な
思
想
家
で
あ
る
事
を

知
っ
た
。も
っ
と
朝
河
貫
一
が
後
世

に
残
し
た
役
割
を
世
に
知
ら
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
思
い
に

駆
ら
れ
た
。
▼
私
は
最
後
に
『
朝
河

顕
彰
協
会
編
ー
今
に
生
き
る
朝
河

貫
一
―
そ
の
生
涯
と
業
績
』
に
出
会

っ
た
の
で
あ
る
。こ
れ
は
私
に
と
っ

て
大
変
幸
い
な
事
で
あ
っ
た
。朝
河

を
ろ
く
に
理
解
せ
ず
先
に『
顕
彰
協

会
』
を
知
っ
て
い
た
ら
、
義
理
の
お

ざ
な
り
の
手
伝
い
に
終
始
し
て
い

た
だ
ろ
う
。▼
現
在
米
大
統
領
は
十

七
年
イ
エ
ー
ル
出
身
者
が
続
く
。来

年
は
朝
河
が
イ
エ
ー
ル
大
の
講
師

と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
百
周
年
を

記
念
し
て
イ
エ
ー
ル
大
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
「
朝
河
記
念
平
和
庭
園
」
が

完
成
す
る
。そ
れ
に
合
わ
せ
朝
河
が

眠
る
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
に
は
訪
問
団

が
組
織
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
。▼
私

も
桑
野
会
の
末
席
を
汚
す
一
人
と

し
て
是
非
参
加
し
た
い
。し
か
し
そ

れ
に
は
も
っ
と
朝
河
へ
の
理
解
を

深
め
た
い
。多
少
な
り
と
も
朝
河
顕

彰
協
会
の
役
に
立
ち
た
い
。そ
れ
が

今
に
生
き
る
朝
河
貫
一
頒
布
の
動

機
だ
っ
た
の
で
あ
る
。▼
八
月
十
二

日
十
三
日『
絵
本
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ふ
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 安

積
桑
野
七
十
五
期
、
同
窓
生
へ
発
行
部
数
三
百
部
、
老
後
の
生
き
方
を
真
剣
に
問
い
か
け
る
豆
新
聞
。 

く
し
ま
』が
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
で
開

催
さ
れ
た
。
絵
本
作
家
本
信
公
久
②

が
十
二
日
午
前
午
後
に
講
演
し
た
。

暇
を
作
っ
て
様
子
を
見
に
行
っ
た
。

自
分
の
原
画
を
一
枚
づ
つ
解
説
。そ

の
後
、
サ
イ
ン
会
。
絵
本
作
家
は
大

変
だ
。自
分
の
名
前
の
サ
イ
ン
だ
け

で
無
く
子
供
の
希
望
を
聞
き
な
が

ら
動
物
の
絵
を
描
く
長
蛇
の
列
で

あ
る
。▼
蛇
足
だ
が
ア
マ
ゾ
ン
を
調

べ
る
と
本
信
が
絵
を
描
い
た
絵
本

は
二
八
冊
出
て
く
る
。▼
安
積
桑
野

会
平
成
一
八
年
度
総
会
が
九
月
九

日
午
後
一
時
半
受
付
安
積
歴
史
博

物
館
で
開
催
さ
れ
る
。
懇
親
会
は
午

後
五
時
よ
り
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

で
会
費
五
千
円
。
事
務
局
よ
り
案
内

葉
書
を
預
か
っ
た
が
こ
の
豆
新
聞

で
連
絡
に
替
え
る
。
こ
こ
で
も
今
に

生
き
る
朝
河
貫
一
頒
布
す
る
予
定 

 

   
七

五

期

 

        
葉
書
き
の
同
級
会 

 

▼
モ
ノ
好
き
に
も
私
は
本
年
も
東

京
桑
野
会
に
出
席
し
、使
命
感
に
燃

え
、
自
ら
進
ん
で
、
『
朝
河
顕
彰
協

会
編
ー
今
に
生
き
る
朝
河
貫
一
―

そ
の
生
涯
と
業
績
』
五
百
円
を
同
窓

生
に
頒
布
に
出
掛
け
た
。こ
の
本
は

簡
潔
明
瞭
な
朝
河
貫
一
紹
介
の
本

で
あ
る
▼
恥
ず
か
し
い
事
に
私
は

昨
年
の
東
京
桑
野
会
古
川
清
会
長

の
挨
拶
を
聞
く
ま
で
は
朝
河
貫
一

と
言
う
大
先
輩
に
は
何
の
興
味
を

持
た
な
か
っ
た
。し
か
し
古
川
会
長

の
こ
の
話
か
ら
朝
河
の
功
績
の
一

端
を
知
り
俄
然
興
味
を
持
ち
始
め

た
の
で
あ
る
。
▼
以
下94

号
と
重

複
す
る
が
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
阿
部

2006年8月15日 第99号 暑い夏、お元気ですか！？ 


